
平成２８年度　　兵庫県立青雲高等学校　　　学校評価シート
評価の観点

評

価

項

目 実践的指導力の向上
計画性を持った研修の実

施

実
践
目
標

学校ホームページや「青
雲通信」などの定期的な
発行物の充実を図り、学
校・家庭・地域との連携を
円滑に進める。

オープンハイスクールや
保護者授業参観、学校行
事や地域貢献事業などを
通じて、家庭・地域との連
携を深め、本校教育活動
の理解と協力を得る。

安全な学校、より健全な
学校の創造を目指し、校
門立番や校内巡視の徹
底、関係機関との連携、
校内全面禁煙の定着等を
進める。

生徒の学校行事への積
極的な関わりや参加数の
増加のための方策を研
究・工夫し、帰属意識の
涵養を図る。

各学校行事の内容を工
夫し、生徒が地域と関わ
り、貢献できる機会を増
やす。

キャンパスカウンセラーと
教職員との情報交換を進
め、生徒理解の共通認識
を深める。

「相談室だより」や教育相
談に関わる掲示物、学校
ＨＰ等を通して、カウンセ
リング情報の広報に努め
る。

定期発送で「進路のしお
り」を郵送するとともに、各
種説明会等にて情報の提
供に努める。

進路指導部と担任が情報
を共有しながら、協力して
生徒の進路実現を支援
する。

関係機関と連携して、イ
ンターンシップを実施し、
生徒の進路意識を高め
る。

正規就労の意味や大切
さ、就労のしかた等を十
分に理解させ、生徒の就
労への意識を高める。

スクーリング時において、
学校評議員による授業参
観を実施する。また、生徒
の状況把握も兼ねて、管
理職を含む多数の教員が
授業教室を適時巡回す
る。

当面する諸課題に対し、
各分掌が全教職員対象
の研修会を企画し、計画
的に実施する。

自
己
評
価

成

果

(

/

5

点

) 4.13(昨年度3.45) 4.24(昨年度3.45) 4.36(昨年度3.56)  3.64(昨年度2.99) 3.75(昨年度3.14) 4.13(昨年度3.30) 4.24(昨年度3.11) 4.20(昨年度3.37) 3.90(昨年度3.37) 3.86（昨年度3.18） 3.71（昨年度3.37） 3.56（昨年度2.88） 3.94（昨年度3.14）

成
果

・学年だより、学級通信等
の定期発送物や「青雲通
信」などで生徒・家庭に必
要な情報や学校の行事や
生徒の様子を継続的に発
信した。
・学校ホームページは内
容を常に更新し最新情報
の発信に心掛けた。本校
のホームページは分かり
易いと保護者から評価さ
れた。特に今年度は各行
事終了後に行事の様子や
写真をすばやくアップする
こ と が で き た 。
・昨年度は創立５０周年を
迎えた。新たな１年目の一
歩になる今年度はあらた
な情報発信の方法を検討
することができた。これを平
成２９年度に生かしたい。

・平成２６年度から保護者
授業参観をオープンハイ
スクールと別日程で実施
し、より保護者の要望にお
応えできる態勢になって
いる。参加者の満足度も
非常に高かった。
・オープンハイスクールで
は、中学生とその保護者
などに通信制高校に対す
る理解や認識を深めてい
ただけた。また、随時、学
校見学の要望があれば、
個々に学校に来て頂き、
学校の説明だけではな
く、様々なご相談にも応じ
させて頂いた。　　　　・
オープンハイスクール以
外に今年度初めて、学校
説明を実施した。

年間を通じて校内での目
立った問題行動等はな
かったが、残念ながら校
内で喫煙をしている生徒
を数回注意したという事例
があった。また、トイレに吸
殻が落ちているのが数回
発見されたため、注意喚
起の掲示物を設置した。
また、生徒を迎えに来た
自動車が校門前付近に
長時間に亘って駐車し、
近隣の住民に迷惑をか
け、警察から注意を受け
た。

春の交流会は、日面につ
いては例年と同じく穏や
かな天候に恵まれた。文
化祭も天候に恵まれ、来
場者も多く、アンケートの
結果を見ると近年では最
高の盛り上がりを見せた
内容であった。多くの生
徒や来訪者が心地よい
満足感を得られたようで
ある。特に中心的な役割
を担った生徒会執行部
の生徒達や、各クラブ各
クラス企画に係わった生
徒達は心地よい充実感
や達成感を味わえたと思
われる。秋の遠足は好天
に恵まれ、参加者は秋の
京都を満喫した。

年に3回、学校周辺の清
掃作業を行う青雲クリー
ン作戦は、地域貢献事業
として定着した感があり、
要領を熟知しており活動
の中心である生徒会執行
部のメンバーは、他の参
加生徒をよくリードできる
ようになっている。執行部
のメンバーによる東日本
震災ボランティア（6名）を
県下４校と共に現地にて
実施、また、垂水駅前で
の熊本震災に対する募
金活動（２回）、校内での
東日本・熊本震災に対す
る募金活動（３回）を実施
した。今後も充実すること
が望まれる。

「教育相談」と「特別支援
教育」の委員会が１つに
なったことで、相談窓口が
１つになりワンストップでの
スムーズな対応が可能と
なっている。
また、ｶｳﾝｾﾗｰとして「臨
床心理士」と「ｿｰｼｬﾙﾜｰ
ｶｰ」の双方を配置すること
で、相談内容を深めること
ができている。具体的に
は、心理面以外に生活
面・福祉面からも情報提
供を受けられ、生徒を多
角的に理解できるように
なった。

年間４回「相談室だより」
を発行して、ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの
実施日程を知らせるととも
に、「ｶｳﾝｾﾗｰからのお知
らせ」や「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの内
容」なども載せ、生徒に
とってより身近なものとな
るよう工夫した。また、学
校HPに予約状況を掲載
したり、当日のキャンセル
で空きが生じた場合も対
応できるように相談室前
に予約状況を掲示したり
して、相談室の活用促進
に努めている。

進学説明会、就職説明
会、進学セミナー、就職セ
ミナーを実施した。特にセ
ミナーへの参加者が増加
傾向にあり、卒業後の進
路を意識して学校生活を
送る生徒が増えている様
子うかがわれる。

入試出願、学校紹介就職
など各年次や担任との進
路指導部が連携して、
しっかりと行うことができ
た。また、説明会、セミ
ナーへの参加者は「担任
からの勧め」を参加の動
機に挙げている割合が高
く、参加生徒のほとんどが
「参加してよかった、意識
が高まった」とアンケート
回答しており、生徒の進
路意識を高める支援がで
きた。

ハローワーク体験ツ
アー、トキメキ仕事体験
ひょうごカレッジ、就業体
験を実施し、参加した生
徒は、就職や進学に対
する意識を向上すること
ができた。昨年度より生
徒への啓発活動を実施
してきた成果が表れ始め
た。

来年度以降卒業生対象
の「就職セミナー」を実施
したが、参加生徒の熱意
を感じた。ハローワーク学
卒ジョブサポーターとの
連携も今まで以上に進め
た。また、今年度より就職
開拓支援員制度がなくな
り、就職支援体制への大
きな不安を抱えた年度で
あったが、就職担当教
諭、担任が協力しあって
問題を打開していくこと
ができた。

スクーリングは教職員が
交代で校内の巡回を実施
し、生徒たちのケアにあっ
たた。スクーリングは昨年
度よりも更に落ち着いた
雰囲気で授業が展開され
ている。生徒たちも真剣な
眼差しで授業プリントを見
つめ、勉学に励む姿が見
られた。

本校の実情や課題を的確
に把握し、各担当が研修
会を計画的に実施した。
また、外部の教育相談機
関と連携し、生徒の直面
する問題等について、情
報交換を行なったり、外
部機関のスタッフを職員
研修の講師として招き、生
徒の支援について具体的
な支援事例を聞くことがで
きた。その結果、全教員
及び事務職員が参加し、
有意義な研修会となっ
た。このような取組を日々
重ね、職員の意識が更に
高まった。

生
徒
ア
ン
ケ
ー

ト

「青雲通信」などの定期的
な発行物や学校HPは役
立っていますか。

学校行事や文化祭・ク
リーン作戦などに参加しま
したか。

禁煙指導や校内巡視を
通して安全な学校づくりが
進められていると思いま
すか。

キャンパスカウンセラーが
いろいろな相談にのって
くれることを知っています
か。

※２～４年次生への質問
です。
「進路のしおり」を読んで
いますか。

青雲高校に進路指導室
があることを知っています
か。

※２～４年次生への質問
です。
進路の行事について案
内を見ていますか。

※２～４年次生への質問
です。
「進路のしおり」を読ん
で、働くことの大切さや仕
事の探し方が分かりまし
たか。

生
徒
評
価

成
果

(

/

5

点

)

3.88（昨年度3.92） 2.48（昨年度2.22） 3.60（昨年度3.42） 2.54（昨年度2.65） 2.84（昨年度2.36） 4.40(昨年度4.58) 2.72(昨年度2.50) 2.96（昨年度2.78）

学
校
関
係
者

評
価

評
価

今
後
の
方
策

・青雲通信の内容をがと
ても良いものになっている
ので、今後は年次通信等
を更に充実させ、生徒や
保護者などに青雲高校に
対する理解をより深めても
らう。　　　　　　　・今年度
はオープンハイスクール
に加え、学校説明回を１
回実施することができた。
本校に転学を考えている
生徒の皆さんや保護者の
方にご参加頂けた。今後
も学校説明会の回数を年
に数回設けるなど、本校
の更なる広報活動に励み
たい。

１年次生保護者会はまだ
少ない状況であるが、
年々参加者が増加してい
る。今後も更に、新入学生
が学校生活に適応し、意
欲的に活動できるための
一助となるよう内容充実を
図りたい。また、文化祭等
の生徒の行事への参加
者も、年々増加傾向にあ
るが、生徒会と力を合わ
せて、素晴らしいものにし
たい。通信制では行事が
果たす役割は大きく、今
後更に様々な内容を検討
していきたい。

校門付近に駐停車する家
族や友人の自動車につ
いては、ポスターや配布
物等での注意喚起を継続
し、警察との連携も密にす
る。
今年は特に問題にならな
かったが、外部の者を学
校に連れて来る件につい
ては、入学式、始業式等
で引き続き注意喚起を徹
底する必要がある。また、
問題行動については、各
年次と連絡を密にし、連
携して生徒の指導に当た
る。

今年度の取り組みを検証
し、来年度以降に生かす
ことができる方策や、対
処の仕方等をできる限り
計画の段階から要項等
に織り込むようにする。行
事参加の意識を高めるた
めにもホームルーム活動
の充実を図る方策を検討
する必要がある。

引き続き安全面での配慮
を怠らず、学校周辺地域
の清掃活動を恒例行事と
して位置づけ、生徒会執
行部以外の生徒の参加
者が増加するよう、広報
活動を活発に行う。　ボラ
ンティア活動が生徒会の
みの活動にとどまらず、
全校生徒が参加できる雰
囲気作りと意識の高揚に
心掛けたい。

生徒理解のために、ｶｳﾝ
ｾﾗｰを活用した教職員全
体への研修会の実施以
外に個別のｹｰｽ会議など
の機会を増やし、ｶｳﾝｾ
ﾗｰと教職員の間での共通
認識をより深める。

「相談室だより」でｶｳﾝｾﾘﾝ
ｸﾞ実施日程やｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
の内容などのお知らせ以
外に「ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの事後
報告」や「ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ」など
生徒の興味・関心が高ま
る内容を掲載し生徒に
とってｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞがより身
近なものとなるようにす
る。

生徒のニーズを分析し、
進路指導資料のさらなる
充実と情報提供に努める
とともに、職員研修を更に
実施し、全教職員が一丸
となって、より充実した進
路指導を行いたい。

進学・就職をめぐる社会
情勢は時々刻々と変化し
ている。生徒が社会に出
ても、自分自身に自信を
持ち、健やかに人生を生
きていけるよう、生徒の進
路実現を支援していく。

月２回程度のスクーリング
で進路指導を実施しなけ
ればならず、ハローワー
ク体験ツアーの日程の設
定が非常に難しい。トキメ
キ仕事体験については、
全日制との競合により、
希望が叶わないこともあ
り、生徒への周知時期、
方法は限られるので、競
合に備えて第2希望を確
認しておくなど、今後更
に工夫していきたい。

フリーター志向の生徒や
進路未定のまま卒業する
生徒がまだ多い傾向にあ
る。年間２０日程度しか登
校してこない生徒の、進
路指導には大きな課題
である。進学・就職など、
高校卒業後の自分をイ
メージさせていけるよう、
粘り強く指導していきた
い。

スクーリング時は殆どの教
職員が授業を一斉に行う
ため、教師同士が互いの
授業を見学しあう時間がと
てない状況である。その
ため、各教科のスクーリン
グ風景をビデオに収め、
スクーリング後皆で視聴
し、互いの授業に対する
感想等、意見交換を行っ
たり、「NHK高校講座」の
モニタリングを全教職員で
行い、面接指導やスクーリ
ングに使用する補助教材
等の改善や新たな教材の
作成に役立てたい。

年々、生徒の更なる多様
化が進んでいる。この現
状を踏まえ、校内教職員
の研修会の更なる充実を
図るとともに、今後益々外
部機関との連携を行って
いきたい。。様々な悩みを
抱える生徒達のセーフ
ティネットになるべく、教職
員一丸となって、生徒理
解を深め、生徒が健やか
に学校生活を送れるよう、
頑張っていきたい。

定期的な発行物や学校HP、各種の行事などを通し
て家庭や地域との連携を深めていると思いますか。

・日々の積み重ねでしょうか、学校からの情報発信は年々ご努
力が伝わってまいります。学校行事のひとつ、文化祭は楽しく
温かい空間と地域との連携を感じるもので、毎年楽しみにして
おります。生徒みなさんたちの表情が活き活きとしておられる
のが印象的でした。少しずつ参加人数が増えると良いと思い
ます。　　　　　　　　　・オープンハイスクールや授業参観、文
化祭などを通じ家庭や地域との連携を深めていると思いま
す。                                         ・文化祭は地域の子供た
ちも楽しそうに参加している。生徒もこの日のために、ダンスの
練習を、夏の暑い日にも友達を集まって頑張って練習してい
た。楽しい学校生活の思い出につながっている。
・青雲通信やHPを通じ、家庭や地域と連携を深めていると思
います。
・連携を深めています。自己評価、生徒評価が６０％を超えて
います。
・「青雲通信」が定期的に発行されていていることは、大変意
義があります。
・生徒のアンケート結果を見ますと、発行物や学校HPは評価
できると思うが、行事への参加については、「参加しなかった」
「参加できなかった」について分析できた方が良いと思う。
・ある程度はそう思います。ただ、現在、SNS、スマートフォン等
のメディアが多様化する中で、情報をどう扱うかは日々、研究
が必要だと思います。

安全で楽しい学校生活を送ることのできる環境づくりが進んでいると思います
か。

・多様性に富んだ生徒さん一人ひとりに寄り添い、見守り、導くというご指導には大変ご苦労
が多いと思いますが、学校は何より、安全で安心できる場だありたいです。その為、「いじめ」
などの調査からも校内は落ち着いている様に見受けます。
・生徒の帰属意識や社会貢献活動への参画の機会など、これからとっても必要な指導の努
力されていると思います。
・校内巡視などを通して安全な学校づくりが進められていると思う。
・学校行事の内容を工夫することにより、生徒が地域と関わり、貢献できる環境づくりが進ん
でいると思います。
・進んでいます。自己評価、生徒評価は高く、安全で楽しい学校生活が送れる環境は、学習
への意欲を高める大切な取り組みだと思います。
・生徒の評価も昨年度に比べ、２ポイントも増えており、環境づくりが進んでいると思う。・全日
制の高校と違い、色々な制限があり、逆に生徒は多様で、幅広いという状況を考えると、よく
進んでいると思います。

生徒の内面を理解し、支援する努力がされていると
思いますか。

・キャンパスカウンセラーの存在自体が知られていないというこ
とは、必要とする生徒さんが少ないということかも知れません
が、生徒さんがいつでも誰でも相談に行けたりする工夫が必
要だと思います。（オープンルームのように、まずは気楽に覗
いてみれるという企画など）
・キャンパスカウンセラーにより、生徒はいろいろな相談に乗っ
てもらうことができる。生徒を内面理解し、支援する努力がされ
ていると思います。
・支援する努力がなされています。自己評価の通り、大変な努
力がされています。生徒アンケートにより、全生徒が知ることに
つながりました。先生方の努力に敬意を表します。また、アン
ケート実施は重要だったと思います。生徒への安心感を与え
ることになりました。
・努力はされていると思うが、生徒への周知が必要と思われ
る。（生徒の認知度は、昨年に比べ、２ポイント減じている。）・
特に若い生徒には精神的に大きな支えになり、将来に向けて
の人格形成にも大きく影響すると思うので、キャンパスカウンセ
ラーの存在をもっとアピールし、相談出来る様、工夫と努力を
続けられたく思います。

家庭や地域の人々への情報発信 生徒指導方針の確認と指導体制の推進 生徒の内面の理解を図る指導の工夫 進路指導体制の充実 職業観・勤労観の育成と進路意識の向上

開かれた学校づくり 生徒指導 進路指導 教職員の資質向上
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方
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役

だっ

て

新しい通信制教育

実効ある学校マニュアル
の策定

家庭・地域・関係機関と連携
した危機管理体制の推進

事故防止の工夫と救急処
置の対応力を高める

健康に関する認識を高め
る取組み

インターネットの活用によ
る新しい通信教育の実現

本校の実情に応じた危
機管理マニュアルを作成
する。

「通信制高校に合った家
庭・地域・関係機関との
連携体制」を検討・工夫
し、防犯に対する教職員
の安全対応能力の向上
を図るための取組みを行
う。

災害発生時に生徒が的
確に判断でき、安全な初
期行動がとれるように、防
災管理組織と実際の任
務についての確認を行
う。

防災マニュアルの策定や
交通安全に関する研修
会の開催等により、自他
の生命を尊重する意識を
高め、より具体的事例を
もとにしたＨＲ指導が行
えるようにする。

本校の実情に合わせた
基礎学力の定着を目指
した学校設定科目を設
置し、上位科目の学習に
つなげる。

事務部と教職員が連携し
て、環境への配慮をしな
がら教育活動を進める。

受講料や学校徴収金の
徴収をはじめ、レポート・
定期発送の受け渡しや各
種の事務手続きについて
事務部と教職員の連携を
密にし、生徒の学習が順
調に進むよう支援する。

安全点検を定期的に行
い、救急処置などの安全
教育の研修会を実施す
る。

健康診断の受診率を高
め、事後指導の徹底を図
るとともに、保健室利用者
への丁寧な対応に努め
る。

長期的な視野に立ち、４年
間を見据えた人権学習を
進める。
今年度は、地震が起きた時
の行動を学び自分や周りの
人の命を守る方法を考える
ことを通じて人権に対する
意識を高める取組を行っ
た。

多様な生徒が在籍する
現状を踏まえ、各部・各
教科と緊密な関係をとり、
生徒一人ひとりを大切に
する人権教育推進体制
を構築する。

Seiun Web Schoolや青雲
eﾗｰﾆﾝｸﾞを使い、生徒の
学習支援を進める。

3.33（昨年度2.80） 3.30（昨年度2.84） 3.48（昨年度2.88） 3.83（昨年度2.77） 3.94（昨年度3.30） 4.05（昨年度3.26） 4.36（昨年度3.41） 4.36（昨年度3.26）  3.94（昨年度3.30） 3.60（昨年度3.26） 3.56（昨年度3.11） 3.64（昨年度3.14）

本校の実情にあったマ
ニュアルが作成されて今
年度で４年目を迎えた。
通信制は毎日生徒が学
校で生活することがない
ので、スクーリング時での
緊急事態にいかにマニュ
アルを生かせるかが課題
であるが、職員研修等を
通じて、職員の意識が高
まった。

生徒が毎日登校しない
ので、家庭や地域との連
携による危機管理体制に
ついては課題が多い。外
部関係機関との連携に
ついては体制はしっかり
できているが、家庭や地
域との繋がりが希薄にな
りがちな部分があるが、
保健部を中心に、職員の
危機管理意識の高揚が
図られた。

今年度も最初のホーム
ルームで「避難時の注
意」のプリントを使用して
生徒に説明し、災害発生
時の避難について確認
を行った。ホームルーム
欠席者には、「避難時の
注意」プリントを定期発送
に同封して通知した。ま
た、新たな防災管理組織
とその任務を全職員で確
認し合った。

今年度も、現代の若者が
陥りやすい薬物被害や
ネット被害の実態につい
て、命の大切さという観
点から、薬物防止とス
マートフォンに係るネット
被害に重点を置いた。長
田警察・スマートフォン会
社から講師を招聘し、Ｈ
Ｒにて生徒向けの、研修
会を実施した。より現実
的に自分を守る上で、大
切な知識を得ることがで
きた。

学校設定科目について、
大枠はここ数年、変化は
ないが、内容を現在の生
徒に対応するものとする
ことが、各教科の課題と
なっており、それについ
ての努力が実りつつある
ものと言えよう。上位科目
の内容についても通信制
の実情に合わせた精選
が図られている。

今年度も、空調機の県設
定温度の遵守、デマンド
警報発令時の節電、印
刷部数の見直しによる排
紙の削減、裏紙利用の
促進に積極的に取り組ん
だ。また、事務所受付に
は絶えず草花を飾り、少
しでも生徒の心が和むよ
う配慮がなされた。また。
草花プランターを玄関の
みならず、校内に設置
し、よりよい学校環境づく
りを行った。

今年度も事務長だけでな
く事務部の職員も交代で
職員会議に出席した。こ
れにより、各部からの報
告・依頼事項を直接聞け
るようになり、学校の情勢
や生徒の様子について一
層理解を深めるられるとと
もに、審議に加わることに
よって積極的に校務運営
に参画できるようになっ
た。膨大なレポートを教科
担当に渡したり、生徒に
発送するなど、事務部と
教職員が連携してこなす
ことができた。

昨年度、仮設校舎から本
校舎への引っ越しがあり、
毎月の安全点検にはよ
り、細心の注意を払った。
耐震工事前には、想定で
きなかった、教室等の問
題にも、教職員が力を合
わせて解決に臨んだ。そ
の結果良好な学習環境の
整備ができた。不良箇所
については事務室が迅速
に対応し、不適箇所の整
備が行えた。また、全職員
が人工呼吸用携帯マスク
を携帯し、万一のための
救急処置が取れるように
努めている。

5月実施の健康診断受診率
は、１年次約５７％（昨年より
↑）・２年次約５４％（昨年よ
り↑）・３年次約５３％（昨年
より↑）・４年次約３１％（昨
年より↑）であった。尿検査
受診率は、本校約４７％（昨
年より↑）、協力校約３９％
（昨年より↓）であった。今
年度も胸部レントゲン間接
撮影に関しては、１年次生
以外にも自費による受診機
会を設け、若干名ではある
が未受診者減少に努めた。
健康診断終了後には、個別
に治療勧告を行った。また、
「保健だより」を通じて、生徒
の健康への関心を高め、保
健室利用の生徒に対して
は、丁寧な対応に努めた。

人権ＨＲのテーマを過去
８年間を遡りテーマ重複
しない様配慮し、同じ
テーマで前回同じテーマ
で実践したときの課題点
にを改良し、テーマ設定
と実施内容に反映した。

東日本大震災の映像を
視聴することにより命の
大切さを知ることにより、
同様の災害が起きたと
き、災害弱者に対するサ
ポートの手助けをしたい
と答える生徒アンケートも
あり好反応であった。

インターネットの人口普及率
は８割を越えており、これか
らも増加することが予想され
る。生徒アンケートの評価で
７５パーセントを越える肯定
的回答が見られることから、
支援の場として のインター
ネット活用の必要性が年々
高くなっていることがわか
る。また、生徒の放送視聴
による e-ラーニング等の活
用のニーズも年々増え、全
体的に利用の幅はますます
広がることが想定される。以
上のことから、この分野の環
境整備（ハード、ソフト）をよ
り充実させるとともに、定期
発送やＬＨＲでSeiun Web
School 等の利用方法につ
いて周知徹底することが重
要な課題であり、全職員で
計画的に取り組むことが必

災害が発生したときの、
校内の避難経路を知っ
ていますか。

青雲高校で、どのように
すれば単位が修得できる
か、分かりやすいです
か。

他の学校にはない入門
科目(英語・数学・社会）
があって、学習しやすい
と思いますか。

事務室の窓口や電話で
の説明は分かりやすいで
すか。

今回のHRでの学習は役
にたちましたか。

Seiun Web School（ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ上の　ＲＳ個人票な
ど）や青雲eﾗｰﾆﾝｸﾞや使
いやすいですか。

2.28（昨年度2.21） 3.84（昨年度3.76） 3.75（昨年度3.74） 3.65（昨年度3.60） 4.58（昨年度4.46） 3.56（昨年度3.68）

生徒の学習への興味・関
心を高めたり、スクーリン
グ出席時間の不足を補っ
たりするために、インター
ネットや情報技術が活用
されていると思いますか。

・はい、今後も期待してい
ます。・NHKの教育テレビ
「高校講座」は分かり易く
授業内容を説明している。
生徒の興味関心を高めて
いると思います。・活用さ
れています。自己評価と合
せて、生徒評価も高く、学
習意欲あり、スクーリング
時間の確保が困難な事情
を持つ生徒に大きな励ま
しを与えていると思いま
す。　　　　　　　　　　　・比
較的活用されていると思い
ます。今後もが学習支援を
進めて頂きたいと思います
が、反面、生徒間での情
報格差が出来るだけ生ま
れない様に工夫をお願い
したいと思います。

昨年度校舎の耐震工事
を終えた。耐震工事前の
マニュアルから仮設校舎
でのマニュアル、そして、
耐震工事終了後の本校
舎のマニュアルと、目まぐ
るしかったが、ようやく落
ち着いてきた。しかし、工
事前と工事後では、同じ
校舎でも、学校運営を
行っていく上では、大きく
状況が変わった。このこと
踏まえ、校舎内の安全点
験を更に見直し、より効
率のよいマニュアル作り
を目指したい。

毎日生徒が登校しない
通信制学校では、生徒た
ちが普段から地域との密
接な交流を図ることは難
しい。そのため、毎日学
校で勤務している教職員
が地域の防災訓練や行
事等に参加するなど、新
たな取組を企画し、各機
関との連携を深め、生徒
の安全意識を高めていく
とことを考えたい。

スクーリング時は長田高
等学校の校舎を全面的
に借用しているため、本
校の校舎のみならず、長
田高等学校の災害時の
避難経路や避難場所を
確認し、スクーリング時で
の災害発生・緊急事態を
想定し、生徒および教職
員の避難がよりスムーズ
に行えるように努めたい。

全生徒が一同に会して、
避難訓練等の研修講座
企画できないため、全教
職員に災害等の安全確
保のための研修会、訓練
を実施し、各ＨＲで、生徒
に更に周知し徹底できる
よう、体制を整えたい。

通信制のシステムについ
て生徒の理解を促す努
力は、創立以来の課題で
あるし、本校の根幹に関
わる問題である。ゆえに
何年も試行錯誤が続けら
れてきた末に、現在の本
校のあり方があるのだろう
と思われる。劇的な改善
策があるとは思われない
が、着実な改善は図られ
ていると思う。今後もこの
歩みを続けていきたい。

本校が、レポート等、使
用する紙類の量が環境
に影響を与えるものの中
で一番のウエイトを占め
ている。しかし、紙は生徒
達との大切な通信ツール
でもある。教育の質を落
とすことなく教育活動を
続けていくために、今後
も教職員とともに創意工
夫を続けて使用料の削
減に取り組みたい。

生徒や保護者の問合せ
等が毎日とても多く、電話
や窓口での応対に配慮を
必要とする生徒や、介助
が必要な生徒情報の共有
等をに心がけているが、
今後更に努力を重ねて行
きたい。
高等学校等就学支援金
や高校生等奨学給付金、
保健安全関係の給付金、
各種奨学金の案内など生
徒の学習を支援できる情
報を積極的に発信し、多
くの生徒の学習支援を
行っていきたい。

近年、様々な体調の生徒
が増えていることを踏ま
え、教職員の救急処置の
対応力を高めるための研
修会を実施していきたい。
また、毎月の安全点検に
より、不適箇所の迅速な
整備に努め、生徒及び教
職員の安全に留意してい
きたい。

生徒に健康診断の重要
性を訴え、受診率のアッ
プに努める。
「保健だより」を通じて、疾
病予防や予防接種等の
勧奨に努める。
事故発生時の対応及び
養護教員不在時の保健
室利用等についても職員
の共通理解を深め、生徒
の保健安全に取り組む。

今までの本校での実施履
歴を考慮しながらも最新
の社会情勢も考慮しなが
ら生徒に優先順位が高い
と思われるテーマを選択
する。

人権委員長が不慣れな
ため計画時期が大きく遅
れ職員会議への提案時
期が直近になったため担
任の先生方が指導案を
吟味検討する余地が不
十分であったため、委員
会からの画一的な提案
に頼り過ぎず、対象生徒
を充分熟知されている担
任の裁量が発揮される余
地が持てるよう早期から
計画に取を取り組み、各
担任の裁量が十分発揮
できる余地にも配慮でき
ることを期待したい。

通信教育を支える基盤と
なるインターネット環境等
の学習環境の整備につい
ては、学校の限られた予
算や資源の中での対応に
なるため難題も多いが、
Seiun Web School や 青
雲 ｅ-ラーニング、ホー ム
ページなどの整備や、レ
ポート作成に役立つ「ＮＨ
Ｋ高校講座」の内容紹介
等を通じて、さらなる活
用・発展をめざして努力し
たい。

通信制の学習システムを理解させ、基礎基本に
戻って生徒の理解を助ける努力がなされていると思
いますか。

・不登校で学習から遠ざかっていた子どもたちが約６割在
籍していることから、入門科目があることは、学習しやす
いと思います。まずはレポート提出がスムーズに行くきっ
かけにもなると思います。そして、基礎学習の定着につな
がると思います。継続的なサポートの工夫も必要だと思い
ますので、平成２９年度の「NHK高校講座」との組み合わ
せなど、期待するところです。・本校に進学してくる生徒
は、病気や不登校により、中学校の勉強が充分理解でき
ていない生徒もいる。その為、入門科目の設置は生徒の
理解を助けるために必要である。レポートの作成も補助を
必要とする生徒もいる。生徒の学習理解を助ける努力は
これからも必要だと思います。・基礎学力、単位修得は生
徒にとって最も大切な課題ですが、充分に助ける努力が
なされています。自己評価、生徒評価の通り、学ぶ意欲
にふさわしい対応が充分にされていると思います。
・生徒のアンケートを見ても、昨年度に比べ、ポイントが増
えており、努力されていると思います。・良く努力され、ア
ンケート結果からも実績につながっていると思います。機
会があれば、在学中に出来なかった学習や一度終了し
た科目の復習の為、再度、ご教授願いたく思います。

事務部と教職員との連携による生徒支援の充実教員の防災教育に係る指導力・実践力の向上 人権教育推進体制への取組

基礎・基本の定着

生徒の学力の把握と評価基準の設定

安全・健康教育 人権教育危機管理体制の整備 事務部と教職員との連携
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